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古代ギリシア語の授与動調構文についての
補足的研究:拙論(1995)への補遺

近松明彦

拙論 (1995)において、古典ギリシア語の基本語順を調べるべく、エウリピデ

スの作品から didoomiI与える」という動詞を合んでいる例文をピックアッフし

て、分析した。その結果、古典ギリシア語の二重目的語において、 「対給 与栴」

の語順が基本であり、 「与格一対格」という話l闘が派生的に生じたものである

ことが判明した。しかし、このほかに名詞句が 2つのrm分に分雌している川例
がある。このような「対格一与格対格」および「与絡対焔一与焔」の話JII氏

については、与格、対格のいずれが先行するのかが暖昧であり、スペースの制

限などもあって、考察の対象から除外していた。用例数がいまだ少数なのであ

るが、本稿では、 「対格一与格 対格」および「与焔一対絡 与格」の語JII目に

ついて、拙論(1995)を補足したい。ヱウリピデスの作品から didoomiI与えるJ

という動詞を含んでいる例文をピックアップした。使Hlテキストは、・THELOEB

CLASSICAL LIBRARYの、 EURIPIDES.1 -IVの中の次の作品である。

ALKEESTIS (Al)， ANDROMAKhEE (An)， EKABEE (Hc)， EERAKLEIDAI (Hr)， 

EERAKAEES MAINOMENOS (HF)， IPPOLYTOS STPhANEEPhOROS (Hi)， 

IOON (10)，民伍EDEIA(Md)， 1KETIDES (Su)， TROOIADES (Tr) 

(( )内は略称)

尚、本稿は、拙論 (1995)と同様、機能的構文論 (functionalscntcncc pcrspcctivc) 

と呼ばれる考え方を採用している。これは、 「文の要素が、それらの拘う伝達

情報の呈に応じて、少ないものから多いものへJilriに並べられる J(隔地，

1985:2ふりという仮説である。
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1. r与格一対格ー与格」タイプと「対格一与格一対格Jタイプの出現頻度

の比較

「与格対格一与裕」タイプは89例中4例 (4.5%)、「対格一与格一対格j タ

イプは 89例中 19例 (21.3%)となっている。このように、 「対格一与格一対絡j

の方がかなり多い。

2. r与格一対格一与格Jタイプの特徴

ここではまず、対格を扶む形で両側にある与格の名詞句を中心に見てゆきた

い。このタイフには次のようなド位タイプが見出される。

2.1. r代名詞-xJタイプ
このタイフは 2つの与格の名詞句のうち左側の名詞句に代名詞が立ち、右側

の与絡の名詞句に、より尖質的・具体的な意味を持つ要素(名詞句・形容詞・

関係節など)が来る。

例えば、

(1) autooi tauta soi didoom' ckhcin. (Hc 1276) 
Dat Acc Dat 

「あなた自身にこれらを持つようにあげる」

(1)では、先ず強志代名詞・与格形の autooiが現れ、その次の対格形 tautaを問に

侠む形で 2人称の与絡形の人称代名詞 soiが来る。ここでは右にある与絡の名詞

句も代名詞ではあるが、左側の強立代名詞に比べて、より実質的な意味を持つ

とは言えないであろうか?次に(2)を取り上げたい:

(2) kcinooi mcn， 00 gcraic， paidaμ】xiascdooken， idiai d' cutukhci 
Dat Acc Dat Dat 

tautccs dikha. (Io 775) 

「ああ老人よ!彼にはロクシアスが子供を与えたのです。この女性は別と

して、幸運なその人自身に。」

(2)では、まず、代名詞の与格形kcinooii彼に」を立て、次に対格形の名詞句 paida

「子供を」が生じ、文末近くで再び与格形である idiai(d')巴utukhciI自分自身の・

幸福な」という形容詞を付け加えている。ここでもやはり、左側の与絡形は尖
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質的あるいは語実的意味を持たず、右側の与格が具体的な意味を賦与している

ように見える。引き続いて、 (3)を見てみよう:

(3)…， all'hapas stratos 

ktanein emoi s' edooken， 
Dat Acc 

)
 

ヲ
-
A
U
 

Q
ノ
V
A
 
T
 
(
 

• 

一ー「…全陣営があなたを、あなたが害を加えようとした私に、殺すようにと、

引き渡してくれた」

(3)においては、与格形の l人称の人称代名詞 emoiが来て、 s'(<se)という 2人称

対格の代名詞を挟む形で、更に右側にある honperの節が先の与格形 emoiを修飾

するのである。 honperの節は無論与格形の実詞ではない。しかし、叩101と共に

一つの名詞句を成す所から、 「与格対格一与格」に準ずるものとして見なし

た。ここでも emolという代名詞が左にあり、それを具体的に修飾する関係節が

右側にある。

以上このタイプに属するものは計 3例見出される。これらの例では、いずれ

も与格の名調句が左右に分かれて存在し、そのうち、左側に代名詞が現れ、右

側に、より具体的な意味を持つ要素が来る。これは、情報量の低い要素は左へ、

情報量の高い要素は右に行くという談話の原則による現象ではないであろうか。

尚、この現象はhyperbatonのーっと見倣し得ることと思われる。竹島(1986)は、

hyperbatonにおいて外置される要素の選択を、 「文末焦点」の原則で説明してい

る。また、英語には、左方転移(le白dislocation)という随意的な規則がある。

(4) a. Mary will never marry Schwarz. 

b. Schwarz， Mary will never ma町yhim.(安井， 1975) 

左方転移によって、例えば、 (4a)から(4b)が導かれる 1)。後者の文では、 Schwarz

という具体的な名詞があり、右端に hlmという人称代名詞 (Schwarzを指す人称

代名詞)が来る。これは、我々の例とは逆の順序である。以上のことから、我々

の例に見られる構造が、左方転移とは逆方向(右向き)の移動によって生じた

のではないかという想像も可能かも知れない。
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2.2. r名詞-xJタイプ
それに対して、左側の与協の名詞句に名詞が立つ例は 1例しか見出されない。

(5) ha d' cipon cis hapantas ouk arnccsomai， Troias halousccs 

andrIJlli五旦IQutOOistratou鐙E旦-Pilidadounai sphagion ~旦itlli血四世1 ・
Dat (Noun) AαDatσart)  

(Hc 305) 

「私が全ての人々に言った事、 (つまり)トロイが捕らえられると、生け

討を求める陣営の一吊の男にあなたの子供を与えるという引を、私は否定

しない」

(5)では、 andriIoOi proOtOOi (s tratou) r (陣営の)第一の男にJを修飾する現在分

川の旬、 (sphagion)cxaitoumcnooi r (生け討を)求める・・・」が後白されている。

3. r対格一与格一対格」タイプの特徴

ここでは主として与格の名詞句を挟んで両側に位置する対格の名目旬の関係

について見てみたいと思う。

3.1. r名詞ー名詞」タイプ

与格の名詞句を挟んで両側に位置する対格の名詞句がいずれも名詞になって

いるJfI例がある。これら 2つの対絡形は互いに同格であるものの、両者に叙述

関係がある。つまり、一方が目的語、他方が目的格補語という関係にある。

(6) en hcc mc t'repsas olbiois cn doomasin Ait'ran patccr didoosi 
Acc 

tOOi Pandionos Aigci damarta， Loxiou mantcumasin: (Su 6) 
(Dat I加 (Gen) Dat A∞ 

「その中で、幸福な家で私を育て、 (私)アイトラを、父はロクシアスの

村l託でパンデイオンの(息子)アイゲウスに妻として与える」

m例:Md 1322， Tr 536. 

3.2. r代名詞-xJタイプ
このタイプは、既に、 2節の「与格一対格一与格」タイプにおける「代名詞一
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xJタイフ (2.1.節)に平行するタイプである。

(7) tade soi didornen 

Acc 1 (pron) Dat (Pron) 

plccgmata kratos stemoon tc kopous. (Tr 793) 
Aα1 (Noun) (Acc 2) 

「あなたのために、正にこの頭へのー掌を、また胸への打撃を、 (私たち

は)加える」

これらもまた、情報量の少ない代名詞が左側に先行し、具体的立I沫を持った要

素が右側に後置されるのである。

ま~øu : Su 409， Hc 853， Al60， Hc 899， Md 719. 

3.3.その他

次に、 「代名詞-xJタイプのような談話の原則に従った現象の旦出J.，.，i1tし]タ

イフ内を挙げたい。

3.3.1. r名詞-xJタイプ
このタイプは、左の対格に名詞が、右の対格に人称代名詞・形容詞等がよ↓:ゐる

タイプである。

(8)…theou katask巴ueen bioOi 
Ace (Noun) Dat 

dontos toiauteen，…・ (Su215) 
Ace (Pron. Adj.) 

「神がこのような仕組みを生活のために与えて下さり・・・」

(8)では、左の対格に、 kataskeueenr仕組み」という名詞が来、右の対絡に toiaute叩

「このような」という形容代名詞が来ている。

類例:An 969， HF 19 

3.3.2. r形容詞-xJタイプ

(9)では左側の対格の名詞句に形容詞が現れ、右側の対栴の名詞句としてまっ
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たき名詞が生じている。

(9) kakon g征 autois noston anti toond' egoo doosoo. (Hr 1043) 

Acc (Adj) Dat Acc (Noun) 

「これらのことに対して、ひどいお返しを私は与えよう」

3.3.3. 擬似ー「対格一与格一対格」タイプ

このタイプでは左側に対格が生じ、その対格形を修飾する要素が、対格以外

の形(属格形、前置詞など)で、与格の名詞句を挟んで右側に来るタイプであ

る。右端の名詞句は対格ではないが、統語的には左端にある対格名詞句とーま

とまりの名詞句を成す。従って、このタイプも「対格一与格 対格Jタイプに準

ずるものと見倣したい。

(10) dos 
Gen (Noun) Acc Dat 

↑ t 

sees 

Gen (Poss.Adj.) 

soomatos 

t' amphiptukhas. (10 519) 

「あなたの手への接吻と体を抱擁することを私に許してくれ!J 

(10)では左側の対格形 phileemai接吻を」に属格形 kherosi手の」が係り、更に、

この kherosに (moi(与格「私にJ)の右にある)所有形容詞 seesが係っている

のである。ここでは、 moi 私に」、 seesiあなたのjという 2つの人称的要素

が隣り合って並べられている。この語順は、このような人称的要素の対照的効

果を狙ったものと考えることができるかもしれない。

類例:Tr 907， Tr 700， 10445， Tr 1245， HF 1328. 

4. r与格一対格一与格」タイプと「対格一与格一対格」タイプについての
見解とまとめ

これら 2つのタイプについては、いまなお、分析が十分でなく、結論を明ら

かにすることは出来ないが、ここで、現在における筆者の考えを述べておきた

い。

E
J
 



これら 2つのタイプの用例の多くは、所謂、 hypcrbatonという現象によって、 2

つの名詞句のうち、いずれかが分裂する仕Jjで、派生されたものと氾!像される o

ところで、竹島(1986)はhyperbatonについて次のように説明している:

「・・・、形容詞、名詞の属格が名詞を修飾する場合に、修飾する誌と修飾さ

れる語は切り離されて、両者のどちらかが構文の外にtrpし出される、.. . J 

(竹島， 1986: 1.1.4.J 

つまり、 hyp巳rbatonは名詞句からの外置である。外置が、通常、右)j[i'Jへの移動

によってもたらされると仮定すると(例えば、英語のIt一thatの構文などを怨起

されたい)、 「与格一対格一与格 EXTRAJ は「与格一対格」の梢文から、また、

「対格ー与格一対格 EXTRAJは「対格ー与格」の構文から、それぞれ派生され

たものと仮定される。

ところで、 「与格 対格」と「対格一与格」とでは、後者の方が、頻度にお

いて優勢であった。従って、 「対格一与絡」から「対絡与格 対椛」が派生

されたとするなら、 (そして、外置操作の適用率が「対格 与絡」、 「与給

対格Jの問で大差が無ければ) r対格一与格一対格」の方が、 「与格一対栴一

与格」よりも頻度が高くなることが予怨される。

そこで、実際に調べてみると、 「与格 対絡一与絡」タイプは 89if~ Ifl 4例

(4.5%)、 「対格一与格一対格」タイフは 89例't119例 (21.3%)であり、 「対絡
与格一対格j タイフの方が優勢であることがわかる。極く大雑把に百つての

事ではあるが、上の予想が一応確認されたことになる。

註

*) 本稿をまとめるに当たり、お世話になった多くの方々に感謝巾し土げる。

本稿のもとになった研究は、拙論 (1995)と同様、 1987年執筆の未発表手稿であ

り、本稿はその一部に若干の加筆・訂正を行ったものである。

1)左方転移については、例えば、安井(巴d.)(1975:237)などを参照されたい。本

稿では、左方転移を移動規則として扱っているが、これを移動規則ではないと

する見方が現在では有力である(原口・鷲尾(1988)などを参照)。
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